
参加総数 26名
アンケート提出　 25名 （回答率96.1％）

１、属性について
①所属県士会 ②性別
宮崎 25 男性 7

女性 18

③年齢
20歳代 10
30歳代 10
40歳代 5
50歳代 0
無回答 0

④所属施設（重複あり
病院 1
急性期 4
回復期 4
維持期 0
老健 5
特養 1
訪問リハ 4
通所リハ 3
訪問看護ステーション 0
通所介護 1
自宅 1
その他 1

⑤経験年数
１～５年 9
６～10年 8
11～15年 5
16～20年 1
21～25年 1
26年以上 0
未回答 1

⑥認定OT資格の有無
有 1
無 23
未回答 1

２、研修について
１）研修内容について
満足 10
ほぼ満足 9
普通 1
やや不満足 0
不満足 0

３）感想・ご意見
・勉強になりましたありがとうございました。

認知症作業療法ステップアップ研修会　アンケート報告
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・世界、日本の認知症の現状や認知症の症状などを再勉強することができました。
・これから私自身が患者・利用者・地域の方々に対して何ができるかを考えていきたいと思います。
・日々利用者様と関わる中で、認知症のＢＰＳＤへの対応の仕方など大変意義ある講義でした。
・認知症の勉強会に久々参加することが出来、良かったです。わかりやすかったです。
・認知症に関して現場で悩むことがあり介入のヒントがあればと思い参加させていただきました。
　ＢＰＳＤに対する考え方を見直すなど、勉強になりました。
・充実した内容でした。参加してよかったです。
・県士会ＨＰスケジュールと時間が違っていて、慌ててしまいました。
・これからの認知症リハに生かそうと思いました。
・認知症の評価について様々なことを学べ、実際に取り入れていきたいものがたくさんあった。数値化
できる評価を探していたこともあり、とても参考になった。
・若年性認知症についてはあまり聞くことがなかったので、体験談等もあり理解しやすかった。
・学生時代の復習になるところや、近年の動向までわかりやすく学ぶことが出来ました。なかなか、自分
だけの学習では得られない情報を得ることが出来良い機会になりました。
・先輩方の頭の中をのぞかせて頂いたようで、たくさんの考え方のヒントを頂けました。
・認知症のある方に対し、ご家族様へアンケートをうまく取れず、悩んでいたのですが（負担ではないか）
メリットもあると前向きにチャレンジして、利用者様やご家族様へ還元してみようと思います。
・道本先生のお母さまの手記を見せていただきありがとうございました。
・概論から各論までの講義・研修で大変勉強になりました。
・今後臨床にも役立つ内容・評価があり活かしていきたいと思います。
・まだまだ認知症に対する理解不足があり勉強していきたいと感じました。
・ＢＰＳＤの臨床・評価などについて学ぶことが出来て良かったです。
・また研修に参加したいです。
・中核症状やＢＰＳＤの理解や評価ツールについて、理解を深めることが出来た。日々の臨床の中でも、
積極的に活用していこうと感じた。
・認知症に対しての世界や日本の取り組みを知ることが出来ました。ＢＰＳＤに対する対応や、評価尺度の
再確認を行うことが出来ました。
・知識を改めて整理することが出来、非常に良かったです。日々の業務で認知症の利用者様へのアプ
ローチが不十分な部分があったのではないかと思いました。
・恥ずかしながら若年性認知症支援コーディネーターの存在を今回初めて知りました。生田先生の話を
聞くことが出来、本当に良かったです。
・現在、当施設でも認知症の方が増えています。症状や原因、対応は一人ひとり違いますが、その人に
寄り添って適切な対応をしていきたいと思います。また、新しく知った評価を活用していきたいです。
・なかなか新しい知識などをまとめてアップデートする機会がなかったので、勉強になりました。いろいろな
ワードについて、改めて自分で論文をあさってみようかと思います。
・生田さんの話はとても考えさせられました。
・押川先生の講義は整理されていてわかりやすかったです。
・道本先生のお母さまのお話が聴けたことが良かったし、先生の経験を含めもっと詳しく教えて頂きたい
と思いました。
・生田先生のコーディネーターとしてのかかわり方など興味深いお話（ＯＴとは別の視点）は新鮮でした。
・認知症に対する評価が今まで不十分だったと感じました。
・ＢＰＳＤへの対応やかかわり方を今後臨床に活かしていきたいです。
・すぐに仕事で実用できる評価を学べて勉強になりました。
・生田先生と出会えてすごく刺激になりました。
・私は回復期病棟に勤務していますが、リハ病名以外に認知機能低下（認知症の病名は無し）を認める
患者さんを担当することも多く、その際に大切な視点をもらえたように思いました。
・若年性認知症について、課題や必要な支援を知れたことがとても興味深かったです。
・講義①の資料が見づらいと感じました。
・若年性認知症について知る良い機会になったと思います。
・現場で必要なことや、抜けていた評価・アセスメントなどを仕事場面を思い出し照らし合わせながら考える
ことが出来ました。「相手のすべてを知っていくこと」を、大切にしながら臨床に臨みたいと思います。

４）今後希望する認知症関連の研修企画
・症例報告（病院・在宅）
・ＡＤＬ、ＩＡＤＬへのアプローチ
・認知症を支える、地域の取り組みについて



・新オレンジプランでのＯＴの役割や各市町村での取り組み
・高齢者の自動車運転の現状や法制度についてと、ＯＴの関り
・ＢＰＳＤへの対応、取り組みについて
・認知症の治療方法や介入方法、症例報告を聞きたい
・多職種連携について
・認知症を受け入れて頂くための対応が勉強したい
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